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４荒工高第１４８９号 

令和５年３月３１日 

 

令和４年度 東京都立荒川工業高等学校 定時制課程 学校経営報告 

 

東京都立荒川工業高等学校長 

西 牧 豊 実 

 

１ 今年度の取組目標と方策  

（１）教育活動の目標と方策  

ア 学習指導の充実・工夫 

【成果】 

（ア）学習目標の明示及び振り返りの徹底による、自ら考える学習の実践 

（イ）教科書を読ませる授業を実践することによる読解力向上及び主体的な学びの定着 

（ウ）補習・補講を計画的に実施し、確実な基礎・基本の学力の定着 

（エ）学習課題に応じて、外部人材を活用などした支援の実践 

（オ）外部機関との連携による、ボランティアマインドの醸成 

（カ）読書週間の設定による、本に親しむ態度や本を読む習慣の定着 

（キ）外部機関と連携した租税に関する教育を実施し、生徒の生き方に対する指導充実 

【課題】 

（ア）コロナ禍における安心・安全な補習計画の検討 

（イ）コロナ禍における教科「人間と社会」の円滑実施 

（ウ）授業毎における「ねらい」「手立て」の提示 

（エ）課題解決型学習（ＰＢＬ）の実施に向けた計画検討 

  イ 進路指導の充実・工夫  

【成果】 

（ア）キャリア教育の組織的・計画的実施の実現 

（イ）ハローワークや企業と連携し、マナーやコミュニケーション能力向上 

（ウ）コロナ禍における企業見学の実施 

（エ）コロナ禍における資格取得に向けた補習・補講の実施 

【課題】 

（ア）コロナ禍におけるインターンシップ及び企業見学実施方法の検討 

（イ）免許・資格の取得、各種検定の合格者増を目指す指導の充実 

ウ 生活指導の充実・工夫  

【成果】 

（ア）カウンセリングマインドを基本に生徒に寄り添った適切な指導実現 

（イ）いじめ、暴力、自殺等の未然防止、早期対応に努め、問題行動ゼロ 

（ウ）スクールカウンセラーとの連携を強化したサポート体制の確立 

（エ）生徒・保護者との三者面談を計画的に実施 

（オ）グループエンカウンターの実施により、１年生における人間関係のトラブルゼロ 

（カ）心の教育やＳＮＳの適正な利用に向けたセーフティ教室や保健教室実施 

【課題】 

  （ア）生徒状況における職員間及びスクールカウンセラーとの情報共有                                                                    

  （イ）コロナ禍における生徒の心のケアとストレスへの対応 

（ウ）オンライン学習体制の整備と生徒の生活課題の現状把握 
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  エ 特別活動・部活動の充実・工夫 

【成果】 

（ア）荒川区連携事業にて生徒の自発的活動による活躍。ボランティア部の活動 

（イ）生徒主体行事の「荒工祭」企画・立案の実現 

【課題】 

  （ア）コロナ禍における教科「人間と社会」の推進方法検討及び臨時時間割実施時における部活動の

在り方 

  （イ）新型コロナウイルス感染拡大防止を踏まえた講話・講演方法の検討 

  オ 健康づくりの啓発  

【成果】 

（ア）新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた学校の組織的な取組実現（校内感染者ゼロ） 

（イ）コロナ禍による予測困難な中で、健康づくりに関する取組を組織的・計画的に実施 

（ウ）（エ）コロナ対応（感染者や濃厚接触者）、食物アレルギー対応等の校内研修を実施し、全教職

員で取り組む意識の醸成を図るとともに、生徒の健康課題を情報共有 

（オ）感染症対策を講じた上での体力測定及び結果等を活用した健康指導の実施 

（キ）スクールカウンセラーと連携した全員面接実施 。オンラインによるカウンセリングの実施に

向けた態勢整備 

【課題】 

（ア）コロナ禍における生徒の心身へのストレスを解消させる効果的な教育活動検討 

（カ）保護者との連携による健全育成 

（ク）食育を推進した、給食の喫食率向上（喫食率５９％）  

カ 生徒募集活動・学校広報活動の充実・工夫 

【成果】 

（ア）学科の特色を示した学校案内を作成 

（イ）学校ホームページで「荒工通信」「あらこう散歩」を定期的に情報発信 

（ウ）コロナ禍における安心・安全を重視した体験入学実現（参加者３名） 

【課題】 

  （ア）夜間定時制の魅力、安心した学習環境のＰＲなどを効果的に発信する方法の検討 

  （イ）本校卒業生を活用した広報活動の充実 

キ 学校経営・組織体制の改善・充実  

【成果】 

（ア）グランドデザインを見直し、生徒の実態に即した将来像を掲げ、完成 

（イ）いじめ・体罰・服務事故防止の各校内研修実施  

（ウ）教職員の安心・安全を確保するための自宅勤務推進（取得率１００％） 

（エ）情報セキュリティ対策についての校内研修実施 

（オ）コロナ禍における全日制課程との教育活動における協働体制の検討 

（ク）学校運営連絡協議会における意見や評価結果を教育活動に反映 

（ケ）新たな時代に向けた教員の専門性及び授業力の向上（相互授業参観の推進） 

【課題】  

（カ）コロナ禍における都立学校開放事業や公開講座の検討  

（キ）（コ）働き方改革の視点による組織改編と分掌業務の可視化 

（サ）指導上の課題について情報共有の徹底 
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（２）重点目標と方策  

ア 安全教育の推進 

安全教育推進校としての実績を生かし、特色ある避難訓練やセーフティ教室を実施する 

イ 学習課題の把握と授業力の向上 

 

ウ キャリア教育の充実と免許・資格の取得・検定合格  

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

生徒の基礎学力を

把握と中途退学者

の未然防止 

個に応じてきめ細かな指導を実施 

する。１・２学年の数学・理科、１ 

学年の電気基礎は少人数指導とし 

て学力の定着を図る。 

学力不振による

中途退学者０ 
○：０人 

放課後学習・長期休業中の補習・補 

講を計画的に実施する。 
原級留置者０ 〇：０人 

始業前学習の実施による出席率の向上 
出席率９０％ 

以上 
○：92.8％ 

授業改善の組織体

制を構築 

ＩＣＴ機器等を活用した授業の実施 各教科で実施 ○：全教科 

教師道場や研究員を活用した研究授 

業や校内研修の実施 
年２回以上 ×：２回実施 

学校図書館の利用

や読書活動活性化 

教科横断的に各教科の授業で図書館 

を活用し、本に親しむ習慣の獲得 

不読率 

５０％以下 
〇：５％ 

より良い生き方を

主体的に選択する

行動力の育成 

地域や関係機関と連携し、教科「人間 

と社会」の指導内容・方法を工夫改善 
成果発表会実施 〇：実施 

外部機関と連携した主権者教育の実施 年１回以上 ○：１回実施 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

生徒一人ひとりの

適性に応じた進路

希望の実現 

生徒一人一人の進路希望を把握する。 
進路決定率 

１００％ 
○：１００％ 

○個々の生徒への適切な就労支援 

○社会人として求められるマナーやコミ

ュニケーション能力を高める。 

就職決定率 

１００％ 
○：１００％ 

インターンシップへの積極的参加 １名以上参加 ×：未実施 

ハローワークと連携した進路講話実施 年２回以上 〇：６回実施 

国家資格の合格 

電気工事士（第一種、第二種） ３名以上 ×：２名合格 

特殊無線技士 ３名以上 〇：３名 

工事担任者（DD3種、AI3種等） ３名以上 ×：０名 

危険物取扱者（丙種、乙種） 各１名以上 〇：３名 

各種検定 計算技術検定・情報技術検定 １０名以上 ×：２名 

各種制度の認定 ジュニアマイスター顕彰制度 １名以上 〇：１名 
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エ 規範意識の向上と良好な人間関係構築 

 

オ 特別活動・部活動の活性化 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

学校行事の充実 内容を精選し、計画的に実施する。 
参加率９０％ 

以上 
○：９７％ 

オリンピック･パラリ
ンピック教育推進 

各ボランティア活動へ積極的に参加さ
せ、自発的な貢献力を育成する。 

年３回以上 〇：５回 

障がい者理解 障がい者スポーツ選手の招聘 年１回以上 ×：０回 

部活動の活性化 

各種競技大会・コンテスト等への積極的
な参加を促し、入賞体験等を通じて自己
肯定感や達成感を味あわせる。 

各部活動 

年２回以上 
○：２回 

部活動紹介や全国大会壮行会などを実
施し、帰属意識を高める。 

加入率 

７５％以上 
○：８４％ 

生徒対象の熱中症防止研修等を実施す
る。 

重大事故ゼロ ○：事故ゼロ 

カ 生涯にわたる心身の健康の保持増進  

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

学校保健計画に基づ

き、生徒の心身の関わ

る健康づくりの推進 

薬物乱用防止教室 年１回以上 ○：１回実施 

飲酒・喫煙防止教室 年１回以上 ○：１回実施 

感染症等罹患防止の注意喚起と情報発

信 
時季応じて実施 ○：適宜実施 

食物アレルギーに関する校内研修を実

施し、緊急時の組織体制の確立 
年間２回以上 〇：２回実施 

「保健だより」の定期的な発行 年６回以上 ○：１２回 

 

 

 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

生活指導の充実 

いじめ・生命の尊重を目的とした 

全校集会 
年３回以上 ○：３回実施 

ＳＮＳ使用についての研修会 年３回以上 〇：３回実施 

基本的生活習慣確立 

登校時の校門指導（皆勤生徒の増加） 各クラス３人以上  〇：平均３．５人 

粘り強い遅刻指導 
年間遅刻延べ 

回数７５０回  
×：７９４回 

特別な支援を必要とす

る生徒の共通理解 

スクールカウンセラーと連携した 

校内研修 
年２回以上 ×：未実施 

グループエンカウンターの実施 年２回以上 ○：２回実施 

学校教育相談体制の構

築 

児童相談所、子供家庭総合センター等の

外部機関や家庭と連携し、生活課題のあ

る生徒の問題行動について情報共有を

図る。 

月１回以上 ×：１０回 

安全教育の推進と中途

退学者の未然防止 

外部関係機関と連携し、セーフティ教

室、薬物乱用防止教室、交通安全教室を

行い、非行防止や犯罪被害の防止に取り

組む。 

中途退学者０ ×：２人 
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キ 専門高校の魅力を発信する広報活動と生徒募集対策  

ク 学校課題解決に向けたチーム力の強化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

学校の魅力を効果的に

発信する広報活動の推

進と生徒募集対策の充

実 

全教員体制で実施する中学校訪問 ５０校以上 ×：３２校 

ホームページからの情報発信 週１回以上 ○：２回以上 

各科を分かりやすく解説した学校案内

作成 
７月までに完成 ○：完成 

学校説明会 

年５回以上 〇：実施 授業公開 

体験入学 

夏休み親子教室 年１回以上 〇：１回 

中学校の教職員や塾教員を対象にした

学校説明会・見学会 
年１回以上 ×：未実施 

「荒工通信」を発行し、保護者地域へ学

校魅力を発信する。 
年６回以上 ×：４回 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

課題解決に向けたチー

ム力の向上とチーム効

力感の情勢 

服務事故の防止や教育課題等を目的と

した校内研修 
年５回以上 ○：５回実施 

個人情報の管理徹底を目的とした 

校内研修 
年２回以上 ○：３回実施 

全日制課程との協働体制を推進する各

種連絡会の実施 
随時 ○：随時実施 

図書館環境の維持管理 
図書館の利用促進を図る読書週間の設

定 

不読率５０％ 

以下 
〇：０％ 

ライフ・ワーク・バラン

スの推進と業務の効率

化 

各分掌主任の連携による会議時間の短

縮 
月在校６０時間超

えの教員ゼロ 
○：ゼロ 

閉庁日の設定や計画的な年休取得 


